
〜ドライバー⻑期雇⽤についての提⾔〜

経営塾OB会 東日本Aブロック
2018年2月16日

今年度の共通テーマ
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人材育成をテーマに議論したところ
「終身雇用を求めていない」
「⼈が流動化している」
「新規の応募がない」

「育成する前に社員が離れる」
という声。
そこで
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⻑期雇用に絞って議論し、
中でも廃棄物業界で重要な役割を
担うドライバーに焦点を当てました。
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排出事業者が満足するサービスを提供
できるドライバー育成には時間がかか
り離職は⼤きな痛⼿

〜ドライバーに焦点を当てた理由〜
廃棄物業界にドライバーは必要不可⽋︕
廃棄物業界ドライバーの特徴と違い
・荷の積降し、清掃など作業も多い
・危険性の大きなものも取り扱う
・紙、電子マニフェストへの対応
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議論の中では、

廃棄物業界の離職率は⾼い
（仮定）
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離職率が高い業界で
⻑く働いてもらうため

ドライバーの
⻑期雇用

に焦点を当て議論しました。
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業界におけるドライバー
の⻑期雇用
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東日本Aブロックで
ドライバー育成のアンケートを実施

教育制度

在職年数離職率

評価制度
勤務時間
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アンケートの回答基本情報

平均年齢 ︓ 42.2才

平均勤続年数 ︓ 8.3年

退職⾦制度の加⼊率 ︓ 70％

平均有給消化率 ︓ 40.2%
※回答件数26件
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仮説１
評価制度の末設置が離職の⼀因︖

評価制度
なし

社員の
やる気低下 離職
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アンケートでは、

会員回答企業の70%
で評価制度あり。
評価制度の有無が

のみが原因ではない。

評価制度あり
70％

評価制度
なし30％
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アンケート結果

評価制度があると離職率は低い。

離職率
(%) 0 1〜3 4〜6 7〜10 11〜15 16〜20 21〜

制度
あり 27% 27% 18% 5% 18% 0% 5%

なし 0% 0% 33% 33% 33% 0% 0%

▼評価制度の有無による離職率の回答割合

※離職率(％）＝当期間内の離職者数÷当期⾸(または前期末）の在籍者数×１００
※上記は昨年度のデータ
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勤務時間の⻑さ、給与水準、
選択肢がない雇⽤形態、

休日の少なさが離職の要因︖

仮説2
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制度



■ ⼀般貨物業界における退職理由の上位 ■

給与

勤務時間

※株式会社リクルートジョブズ ジョブズリサーチセンター（2015）「業界イメージレポート ドライバー編」より
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退職理由の
上位１，２である給与
について、廃棄物業界は
どうでしょうか︖
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■ ドライバー年収のアンケート結果 ■

300〜400万円

0% 20% 40% 60% 80% 100%

300〜400万円
40％

400〜500万円
35％

200〜300万円
5％

500〜600万円
20％

アンケート結果
300〜400万円が最も多く、
次いで400〜500万円でした。
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⼀⽅、⼀般貨物の平均年収は

大型が422万円、
中小型が375万円。

※国土交通省 厚⽣労働省（2015）「トラックドライバーの人材確保・育成に向けて」より

300〜500万の回答が多い
廃棄物業界と大きな差異はありません。
※本アンケートの平均であり、地域差は考慮していません
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しかし、全産業の平均年収は

480万円。
※国土交通省 厚⽣労働省（2015）「トラックドライバーの人材確保・育成に向けて」より

⼀般貨物、廃棄物業界の年収は
決して高くはありません。

⼀般貨物
(中小型)

⼀般貨物
（大型）

全産業廃棄物
業界
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退職理由の
上位4，5である勤務時間
について、廃棄物業界は
どうでしょうか︖
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

アンケート結果
2,301〜2,400時間が最も多く、
次いで2,201〜2,300時間でした。

2001〜2100時間
11%

2201〜2300
時間

2301〜
2400時間
26％

2101〜2200時間
5%

2901〜3000時間
5%

2501〜
2600時間
16%

2801〜
2900時間
16%

■ ドライバー勤務時間のアンケート結果 ■

21

21％

⼀⽅、⼀般貨物の平均勤務時間は

⼤型が2,592時間、
中小型が2,580時間。

※国土交通省 厚⽣労働省（2015）「トラックドライバーの人材確保・育成に向けて」より

2,201〜2,400時間の回答が多い

廃棄物業界の⽅が勤務時間は短いです。
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しかし、全産業の平均勤務時間は

2,124時間。
※国土交通省 厚⽣労働省（2015）「トラックドライバーの人材確保・育成に向けて」より

廃棄物業界の勤務時間は
決して短くはありません。

全産業

⼀般貨物
（中小
型）

⼀般貨物
（大型）廃棄物

業界
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ドライバー（廃棄物、⼀般貨物業）は
全産業平均に比べて

勤務時間が⻑い・給与が低い
傾向があり、採⽤難・離職の⼀因。
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⼈材育成の第一歩
応募を増やし、
離職を防ぐために
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勤務形態を選べる
ようにしてはいかがでしょうか︖



■ A社 ■ ①日勤︓1乗務8時間30分/月24乗務
②隔日勤︓1乗務17時間/月12〜13乗務

■ C社 ■ ①日給制

すでに、いくつかの運送会社では、

勤務形態を選べます。

リクナビNEXT https://next.rikunabi.com
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②完全出来高制

■ B社 ■ ①週休2日制/月給24万円以上
②週休制/月給26万円以上 "

■A社 大型・中型、フォークリフト、特殊⾞両などの
資格取得費用の補助、資格保有者への⼿当支給。

働きやすいと感じる職場環境も
応募を増やすポイントです。

■B社 トラックの外観や制服など、イメージやカッコ良さ
も重要視したデザインへ。

■C社 ⼥性ドライバーも働きやすい環境整備。
重い荷物は⾃動化、妊娠・出産を考慮した休業制度の整備。

※国土交通省 全日本トラック協会（2014）「ドライバー不足の対策していますか︖」より
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取り組み例（敬称略）
1. 資格補助制度では、資格に取得が出来なくても1回は支給
2. ドライバーがユニフォームを選択し、毎年変更（Ｔ社）
3. 10年勤続で10万円支給、家族旅⾏プレゼント（Ａ社、Ｈ社）
4. 子どもが⽣まれた場合、1人3万円、5万円支給（Ａ社、Ｈ社）
5. 10年間勤続で5日間の休暇取得
6. 5年間無事故で5万円支給（Ｍ社）

経営塾OB会 会員企業でも
⻑期雇⽤の様々な取り組みを実施中

皆さまの離職防⽌取組の参考になれば幸いです。
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離職率を下げるためには、

評価制度の構築も効果あり。

離職率
(%) 0 1〜3 4〜6 7〜10 11〜15 16〜20 21〜

制度
あり 27% 27% 18% 5% 18% 0% 5%

制度
なし 0% 0% 33% 33% 33% 0% 0%

▼評価制度の有無による離職率の回答割合

※離職率(％）＝当期間内の離職者数÷当期⾸(または前期末）の在籍者数×１００
※上記は昨年度のデータ
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評価制度の導⼊と運⽤
評価制度を導⼊した会員企業の中には、良い⾯と悪
い⾯が表裏⼀体との声も・・・

評価制度がうまくいっている企業のポイント︕

・透明性のある
・継続してできる
・賃⾦にプラスに反映する
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評価制度の例︓日次の業務チェックシート

明確な基準

〇〇〇

減点⽅式より
加点主義
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サンプルファイル公開中⇒



最後に
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2018年は過去最大の人材採⽤難とも
⾔われ、採⽤は益々困難を極めます。

採⽤だけに目を向けずに、
辞めない職場環境を同時に構築し、
市場ニーズに応えられる環境づくりが

必要です。
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ご清聴ありがとうございました
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